
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】集団から抽出した標本の平均値が従う分布の性質について理解できるようになろう。

□標本比率と正規分布

　たとえば，ある工場で製造された製品に含まれる不良品の割合を調べる場合のように，母集団にお

いてあるつの特性をもつものの割合を調査の対象とすることがある。

　このとき，一般に，母集団全体の中である特性をもつ要素の割合を，その特性の母比率

という。また，これに対して抽出された標本の中で特性をもつ要素の割合を標本比率という。

　特性の母比率がである十分大きな母集団から，大きさがの標

本を無作為に抽出するとき，標本の中で特性をもつものの個数を
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とすると，は二項分布    に従う。

　よって，とすると，が大きいとき，

は近似的に正規分布    に従う。

　特性の標本比率をとすると， 


である。は標本平均 と同様に確率変数で
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　特性の母比率の母集団から抽出された大きさの無作為標本

　について，標本比率は，が大きいとき，近似的に正規分布

　 
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
に従うとみなすことができる。
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したがって，　　

　標本比率は，次のように考えると，標本平均 の特別な場合になる。

　特性の母比率がである母集団から，大きさがの標本を無作為に抽出するとき，それらに対

して，  ，  ，……，  の値を次のように定める。

特性をもつとき　　　  ，

特性をもたないとき　  

　　　　　　　　　　    


　このとき，       を考えると，

は大きさの標本の中で特性をもつものの個数を表す

確率変数であり，は二項分布    に従う。

　とすると，が大きいとき，

　は近似的に正規分布    に従う。
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　特性の標本比率は，これらのうち値がであるものの割合であるから

　　　　　　　
  






    

 
  



 

であり，標本平均 



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        であるから

これは，標本平均 に他ならない。よって
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　であり， は標本平均 と同様に確率変数で
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　標本比率 


は近似的に
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に従う。

　標本比率だけでなく，一般の標本平均 の分布についても，次の法則が成り立つことが知られて
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　母集団分布が正規分布のときは，が大きくなくても，常に は正規分布 



に従う。

　正規分布 



の標準偏差は 


であり，

　 標本平均の分布 で述べた標本平均 に対して，

　  





は，が大きいとき，近似的に標準正規分布    に従う。
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例題９）母平均，母標準偏差をもつ母集団から，大きさの無作為標本を抽出するとき，

　　　　　その標本平均 がより大きい値をとる確率を求めよ。

考え方　 は近似的に正規分布 



に従う。

　　　　標準正規分布    に従う確率変数に直して考える。

　標本の大きさは，母平均，母標準偏差は，

　　　標本平均 の分散は　
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　　　よって　　　　       
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